
 
 

第  章 目標を達成するための施策・事業              

７－１．施策の体系                           

 運転免許返納に係る高齢者など、日常生活における移動手段として地域公共交通が選ばれるよ

う、地域、交通事業者、地域との連携を図りながら、「移動」の目的と一体的な施策の展開を

し、誰もが快適に利用できる環境を整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

①増加する移動困難者に配慮した公

共交通体系の確保・維持 

課題 目標 

③通学送迎から公共交通への転換に

向けた利便増進 

⑦利用者に分かりやすい運行情報の

提供と利用促進 

②財政負担額の抑制 

④自家用車に依存しないための公共

交通の利便増進 

⑥交通事業者とまちづくりとの連携 

基本方針１ 

安全安心で持続可能な地域公共交通の形成 

目標 

①公共交通の利用者数 

②公共交通への財政負担額 

③公共交通の収支率 

基本方針２ 

まちづくりと連携した活力ある公共交通の実

現 

目標 

①イベントに合わせて関係者と連携した公

共交通の利用促進事業 

②肥薩おれんじ鉄道の津奈木駅乗車者人員 

③つなぎタクシーへのデジタル技術の導入 

基本方針３ 

分かりやすく魅力的なサービスの提供と利用

促進 

 
目標 

①地域公共交通を利用した町民の公共交通

満足度 

②運転免許証自主返納支援による返納者数 

③肥薩おれんじ鉄道の通学定期利用者数 

⑤交通事業者の人材確保 

【津奈木町における公共交通の将来像】 

安心な暮らしを支え、次世代につなぐ持続可能な公共交通 

【津奈木町のメインテーマ】 

人と自然、アートがつなぐ 希望をもって住めるまち 
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７－２．計画の目標・施策                        
 

基本方針１ 安全安心で持続可能な地域公共交通の形成 

高齢者などが、家族等の送迎に頼らなくても外出できる公共交通サービスを提供し、公共交通

空白地域の住民をはじめとする誰もが利用しやすい公共交通環境を形成していきます。また、財

政負担に配慮した持続可能な公共交通体系の実現を図ります。 

 

数値目標 データ取得方法 
現状値 

R5 年度 

目標値 

R10 年度  

つなぎタクシー年間利用者数 町保有のデータ（毎年） 
3,435 人 3,400 人  

＜目標設定の考え方＞人口減少に伴う利用者の減少に対し、つなぎタクシーの振興をはじめ他

公共交通施策との連携・接続により公共交通ネットワークの最適化と利用促進を図り、現在の

利用者数を維持することを目標とします。 

産交バス年間利用者数（田浦水俣

線） 

産交バス保有のデータ

（毎年） 
40,143 人 40,000 人 

＜目標設定の考え方＞人口減少に伴う利用者の減少に対し、産交バスとの連携強化をはじめ他

公共交通施策との接続により公共交通ネットワークの最適化と利用促進を図り、現在の利用者

数を維持することを目標とします。 

肥薩おれんじ鉄道の津奈木駅乗車者

人員 

交通事業者保有のデー

タ（毎年） 

17,502 人 

(R4 年度) 

17,500 人 

＜目標設定の考え方＞人口減少に伴う利用者の減少に対し、肥薩おれんじ鉄道との連携強化を

はじめ他公共交通施策との接続により公共交通ネットワークの最適化と利用促進を図り、現在

の利用者数を維持することを目標とします。 

つなぎタクシーへの財政負担額 一般会計（毎年） 
13,595 千円 13,500 千円 

＜目標設定の考え方＞運行単価据え置きを前提として設定。人口減少に伴う利用者の減少に対

し、つなぎタクシーの振興をはじめ他公共交通施策との連携・接続により公共交通ネットワー

クの最適化と利用促進を図り、現在の財政負担額を維持することを目標とします。 

つなぎタクシーの収支率 交通事業者保有のデー

タ（毎年） 
10.9％ 11％  

＜目標設定の考え方＞運行単価及び利用料金の据え置きを前提として設定。情報発信強化やダ

イヤ改正などサービスの充実を図ることで、収支率を維持することを目標とします。 
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施策① つなぎタクシーの運行維持・改善 

事業 

概要 

ア）つなぎタクシーの運行について、利用者の様々なニーズを踏まえながら、持続可

能な運行に努めます。また、フィーダー補助などを活用し、持続可能な公共交通

を目指します。 

イ）現在のつなぎタクシーは、町内全域及び水俣市特定施設を運行区域とし、運行ル

ートⒶ型（下表 6-3 参照）で運行していますが、今後は、急速に進展する高齢化

や利用ニーズ等を踏まえ、乗降場所の追加や運行時間を随時見直しながら、運行

ルートⒷ型（下表 6-3 参照）の運用検討も進めます。 

 

表 6-1 日常の外出目的地（買い物）     表 6-2 日常の外出目的地（通院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：住民アンケート調査（令和 5年度） 

※数値が２未満のものは未掲載  

 

図 6-3 運行ルートの種類            

Ⓐ自由経路ミーティングポイント型 

運行ルートは決めず、バス停（ミーティングポイント）だけを決めておいて、予約

があったバス停を最短距離で運行します。 

 

 

Ⓑ自由経路ドア toドア型 

運行ルートもバス停も決めず、指定エリア内で予約があったところを最短経路で結

ぶ形でドア toドアにより運行します。 

 

 

出典：国土交通省九州運輸局ＨＰ（抜粋） 

実施主体 
スケジュール 

令和６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 

津奈木町      

交通事業者      
実施 調査 検討 
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施策② 地域公共交通の連携促進 

事業

概要 

ア）津奈木町で運行する地域公共交通において、持続可能な運行を図るため、交通事

業者に対し運行支援を行います。 

イ）「政策①つなぎタクシーの運行維持・改善」にあわせて、肥薩おれんじ鉄道や産交

バスとの乗り継ぎダイヤの適正化を図ります。 

ウ）公共交通の持続的な運行に向けて、運転者人材の確保が重要となっています。町

と交通事業者が一体となった広報啓発などの人材確保策を行います。 

実施主体 
スケジュール 

令和６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 

津奈木町      

交通事業者      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討・実施 
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基本方針２ まちづくりと連携した活力ある公共交通の実現 

まちづくりや観光、福祉などの取り組みと連携しながら、公共交通サービスの維持・充実や利用

促進を図っていくことにより、町内外および地域内の交流を活性化し、町の観光振興やにぎわい

を創出できる地域公共交通を目指します。 

数値目標 データ取得方法 現状値 
目標値 

Ｒ10 年度 

イベント等と連携した公共交通の利用

促進事業 

町保有のデータ（毎

年） 

０事業 

(Ｒ５年度) 
２事業 

＜目標設定の考え方＞年数回開催される町の大型イベント等に合わせ、来訪者のニーズに応じ

た利用促進事業（臨時便運航等）を実施します。 

肥薩おれんじ鉄道の津奈木駅乗車者人

員 ※再掲 

交通事業者保有のデ

ータ（毎年） 

17,502 人 

(R4 年度) 

17,500 人 

＜目標設定の考え方＞人口減少に伴う利用者の減少に対し、肥薩おれんじ鉄道との連携強化を

はじめ他公共交通施策との接続により公共交通ネットワークの最適化と利用促進を図り、現在

の利用者数を維持することを目標とします。 

つなぎタクシーへのデジタル技術の導

入 
― ― 導入する 

＜目標設定の考え方＞まちづくりとの接続を図るためのツールとして、ＷＥＢ予約やキャッシ

ュレス決裁などデジタル技術を導入します。 

 

 

 

施策① 町内イベントにおける公共交通の利用促進 

事業

概要 

ア）イベント開催時に公共交通で訪れる県外・町外の来訪者の需要に合わせ、公共交

通の臨時便の運行について交通事業者との協議のうえで試行的な運行及び無料シ

ャトルバスの運行を検討します。 

イ）公共交通を初めて利用するイベント来訪者向けに、利用する際に必要となるバス

停の位置やバス時刻表を分かりやすく簡単に入手できる情報環境を整備するた

め、町のホームページに総合的な利用案内を行います。また、イベントの告知を

行う際に、チラシやＳＮＳ等を活用した情報発信を行います。 

実施主体 
スケジュール 

令和６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 

津奈木町      

交通事業者      

関係事業者      

 

 

 

随時計画・実施 
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施策②公共施設と連携した利用促進 

事業

概要 

ア）広域的な運行を行う肥薩おれんじ鉄道と町内の公共施設・観光施設が連携し、来

訪者の移動手段の確保、一人暮らしの高齢者や障がい者などの外出機会の創出を

図ります。 

イ）津奈木駅については、公共施設や病院などへの乗り継ぎ拠点としての機能を向上

させるため、デジタルサイネージなどを活用した乗り継ぎ案内の強化に取り組み

ます。 

 

＜乗り継ぎ拠点イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 
スケジュール 

令和６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 

津奈木町      

交通事業者      

関係事業者      

 

 

 

 

 

計画・実施 

乗り継ぎ拠点 

旧平国小学校 

医療センター 

津奈木駅 つなぎ百貨堂 
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施策③ つなぎタクシーの町外利用の検討及び手続きの簡素化 

事業

概要 

ア）現在、利用者の大半が町内の高齢者で占めており、病院に行くための手段という

イメージが根付いているため、観光客や若者でも利用しやすいような施策を検討

します。 

イ）予約方法について、現在電話のみの予約となっているため、今後はスマートフォ

ン等からでも簡単に予約できるシステムの導入について検討します。 

ウ）運賃の支払いについて、現在は回数券及び現金での支払いのみとなっているた

め、キャッシュレス決裁の導入についても検討します。 

 

実施主体 
スケジュール 

令和６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 

津奈木町      

交通事業者      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 検討・計画 
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基本方針３ 分かりやすく魅力的なサービスの提供と利用促進 

公共交通に関する分かりやすい情報発信を行い、町民意識の醸成や公共交通の積極的な利用な

どにより、利用促進を図ります。 

 

数値目標 データ取得方法 現状値 
目標値 

Ｒ10 年度 

おれんじ鉄道・路線バス・つなぎタク

シーを利用した町民の公共交通満足度

※ 

町が実施する住民ア

ンケート結果 

44.1％ 

(R5 年度) 

50％ 

＜目標設定の考え方＞アンケート調査を実施し、公共交通に対し「満足」または「どちらかと

いえば満足」と回答する人の割合を 50％に引き上げることを目標とします。 

つなぎタクシー運転免許証自主返納支

援による回数券の交付人数 

町が保有するデータ

（毎年） 

9 人 

(R5 年度) 

10 人  

＜目標設定の考え方＞高齢化率の進行（推計人口：3％増加）を踏まえた目標設定とし、高齢

者が安心して運転免許証を返納できる施策・制度を整備によって目標を達成します。 

肥薩おれんじ鉄道の通学定期利用者数 

（津奈木駅） 

交通事業者が保有す

るデータ（毎年） 

13,847 人 

(Ｒ４年度) 

13,000 人 

＜目標設定の考え方＞人口減少に伴う対象者の減少に対し、肥薩おれんじ鉄道との連携強化を

はじめ他公共交通施策との接続により公共交通ネットワークの最適化と利用促進を図り、現在

の利用者数を維持することを目標とします。 

 

 

 

施策① 情報ツールを活用した運行情報の提供 

事業

概要 

ア）地域公共交通を積極的に利用してもらうため、つなぎタクシーの運行概要や利用

方法について、町が保有する情報ツール（広報誌・ＳＮＳ・ホームページ等）を活

用した情報発信、パンフレットの配布等による周知を図ります。 

イ）地域公共交通の利用に関する情報について、よりわかりやすく閲覧や検索ができ

るようにするため、オープンデータ等のデジタルを活用した運行情報の発信につい

て検討します。 

実施主体 
スケジュール 

令和６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 

津奈木町 
     

     

 

 

 

 

 

検討・実施 
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施策② 分かりやすい公共交通マップの作成 

事業

概要 

ア）利用者へ公共交通の運行内容を分かりやすく伝えて利用促進を図るため、鉄道や

路線バス、つなぎタクシーのルート（エリア）、ダイヤ、運賃などの交通情報を網羅

した「公共交通マップ」を作成し、町内世帯へ配布します。 

イ）ダイヤ改正等の状況をみながら、公共交通マップの更新を行います。 

 

【参考資料：大井町バスマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：大井町ＨＰ 

実施主体 
スケジュール 

令和６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 

津奈木町      

交通事業者      

 

実施 検討・準備 
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施策③ 運転免許証自主返納支援や通学送迎の利用機会の創出 

事業概要 ア）運転免許証自主返納者に対する「つなぎタクシー利用回数券無料交付」につ

いては、引き続き水俣警察署と連携して交付することで、返納後も地域で安心

して暮らすことができる環境を提供します。 

・１年以内に運転免許証を自主返納した人に、つなぎタクシー町内便および町

外便（水俣市特定施設）の利用回数券を１セットずつ無料交付します。 

 

＜運転免許自主返納支援事業 実績＞ 

 回数券無料交付人数 

Ｒ１年度 １４人 

Ｒ２年度 ２１人 

Ｒ３年度 １４人 

Ｒ４年度 １０人 

Ｒ５年度 ９人 

 

イ）子育て世代の支援を進めるとともに公共交通の利用促進を図るため、肥薩お

れんじ鉄道の通学定期券を利用して県内の高等学校に通学する生徒に対し、

定期料金の助成を検討します。 

 

＜参考事例：水俣高校総合支援補助金交付要項 抜粋＞ 

肥薩おれんじ鉄道利用生徒の定期券代助成 

補助対象経費 補助金の額 

生徒の保護者の金銭的負担を軽減し、入学生

徒数の増加を図ることを目的に実施する、肥

薩おれんじ鉄道の通学定期代の助成 

通学定期代の１０％の額で、

上限額１万円 

※１００円未満切り捨て 

. 

実施主体 
スケジュール 

令和６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 

津奈木町      

交通事業者      

 

施策④ アンケート調査による状況把握 

事業

概要 

ア）町民や公共交通利用者、交通事業者などへアンケート調査を実施し、津奈木町

における地域公共交通の現状や利用ニーズを把握します。 

実施主体 
スケジュール 

令和６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 

津奈木町 
     

 

実施 検討 

実施 準備 


